
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 107 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報Ⅰ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「情報Ⅰ Step Forward!」（東京書籍） 

副教材等 ニューステップアップ 情報Ⅰ（東京書籍） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 授業は教科書・問題集・コンピュータを使って３階ＬＡＮ教室で行います。 

 授業の半分が実習ですので，出席を大切にし，課題の期限を守って提出してください。 

 残した課題を放課後にする時間はありません。授業中に完成させてください。 

 日々進歩する情報分野を学習するうえで，個々での情報収集が大切です。様々な分野にアンテナを

張り，インターネットや様々なメディアを通じて情報収集に努めてください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活

動を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し，情報社会に主

体的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

① 「情報」とは何かを理解したうえで，効果的なコミュニケーションの実現，コンピュータやデータ

の活用について理解を深め技能を習得する。また，情報社会と人との関わりについて理解を深

めるようにする。 

② 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切

かつ効果的に活用する力を養う。 

③ 情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会が社会に及ぼす影響を理解したうえで，主体

的に参画する態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

効果的なコミュニケーショ

ンの実現，コンピュータや

データの活用について理解

し，技能を身に付けている

とともに，情報社会と人と

の関わりについて理解して

いる。 

事象を情報とその結び付きの

視点から捉え，問題の発見・

解決に向けて情報と情報技術

を適切かつ効果的に用いてい

る。 

情報社会との関わりについて 

考えながら，問題の発見・解

決に向けて主体的に情報と情

報技術を活用し，自ら評価し

改善しようとしている。 

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

１
章 

情
報
社
会 

情報とは 

メディアとは 

知的財産 

情報モラル 

a:情報社会における「情

報」「メディア」につい

て理解する。また，「知

的財産」や「情報モラル」

について理解し、関連し

た法規や制度も理解す

る。 

b:情報社会が及ぼす影

響，問題について判断で

きる。 

c:情報社会における状況

を把握し，様々な問題点

をまとめようとする。 

定期考査 

 

確認テスト 

定期考査 

 

 

 

提出ノート 

 

 

 

 

提出ノート 

 

振り返り 

シート 

２
章 

情
報
デ
ザ
イ
ン 

情報のデジタル化 

２進法の計算 

デジタル表現 

a: コンピュータがどの

ようにデジタルデータを

扱うか理解できる。 

デジタル化の標本化，量

子化，符号化が理解でき

る。 

b: 情報技術の発達によ

るデジタル化について考

えられる。 

c:様々なもののデジタル

化について考え，未来の

デジタル化についてまと

めようとする。 

確認テスト 

 

 

 

定期考査 

 

 

提出ノート 

 

定期考査 

 

 

提出ノート 

 

振り返り 

シート 

２
学
期 

４
章 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用 

情報通信ネットワーク 

データの活用とデータベ

ース 

a: インターネットとは

どのようなものか，また

ネットワークの仕組みに

ついて理解できる。 

b: ネットワークの構成

を考え，身近に利用でき

るネットワークについて

考えられる。 

c: 自らネットワークの

構成を作ろうとしてい

る。 

確認テスト 

 

 

 

定期考査 

 

 

提出ノート 

 

定期考査 

 

 

提出ノート 

 

振り返り 

シート 
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３
章 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

コンピュータの構成 

アルゴリズム 

プログラミング 

a: コンピュータの処理

とデータの流れを理解で

きる。 

アルゴリズムの制御構造

を理解し，プログラムの

データ構造を理解でき

る。 

b: プログラムでアルゴ

リズムを表現し，配列や

リストをプログラムで使

用できる。 

c:効率的なプログラムを

作成し，改善しようとし

ている。 

確認テスト 

 

 

 

定期考査 

 

 

提出作品 

 

定期考査 

 

 

提出作品 

 

 

 

観察 

 

振り返り 

シート 

３
学
期 

５
章 

問
題
解
決 

画像編集 

音声編集 

動画編集 

a: 問題解決のために必

要な編集を理解できる。 

b: 問題解決のためにど

のような表現がよいか考

え判断する。 

c: 問題解決するための

さまざまな編集方法につ

いて分析し，改善しよう

としている。 

確認テスト 確認テスト 

 

観察 

 

提出作品 

 

発表 

 

 

観察 

 

提出作品 

 

発表 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 


